
病害虫防除指針  花植木 

カラー－1 

 

（６）カラー 
病害虫 防除法 参考事項 

 
疫病 

 
（耕種的・物理的防除） 

１ 抵抗性品種(ウェディングマーチ、アクアホワイト、ブリリアント・ベ

ル)を作付ける。 

 

 
軟腐病 

 
（耕種的・物理的防除） 

１ 塊茎は傷つけないようにし、株分け後は陰干しし、傷口の治癒を待っ

て植付ける。 

 

（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ スターナ水和剤を球根吹き付け処理する。 

 

 
モザイク病 

(ＣＭＶ、Ｄｓ

ＭＶ) 

 
（耕種的・物理的防除） 

１ 発病株は直ちに処分する。 

 

（薬剤防除） 

１ 本項のアブラムシ類の防除に基づき防除を行う。 

 
○ 株分け及びアブラム

シ類により伝搬する。 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=A2AC28AA
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病害虫 防除法 参考事項 
 
アブラムシ類 

 
（耕種的・物理的防除） 

１ 育苗時からアブラムシ類の発生に注意する。黄色粘着テープを施設の

出入口や開口部の近く、若しくは苗の近くにつるし、有翅成虫が飛来し

ていないか確認する。 

２ 近紫外線除去フィルムは成虫の飛来を減らす効果があるので、これら

のフィルムを施設の外張りやトンネルに使用する。 

３ 施設では、側窓や天窓などの開口部に寒冷紗や防虫ネット等を張り、

成虫の飛来を防ぐ。 

 

（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 気門封鎖剤 

薬剤名 備考 

エコピタ液剤  

ムシラップ 発生初期 
 
２ 自然くん煙 

薬剤名 

マブリックジェット 

モスピランジェット 
 
３ 発生が予想される場合には、下記薬剤のいずれかを散布する。 

薬剤名 備考 

オルトラン粒剤 
カラーで使用する場合は、湛水状態に

せず、使用後 14 日間は入水しない。 

オンコル粒剤１  

アクタラ粒剤５  

アドマイヤー１粒剤  

ダントツ粒剤  

ベストガード粒剤  

スタークル/アルバリン粒剤  

オルトラン水和剤  

マラソン乳剤  

アディオン乳剤 
カラーで使用する場合は、湛水状態に

せず、使用後 14 日間は入水しない。 

アーデントフロアブル  

スカウトフロアブル  

ロディー乳剤  

ロビンフッド  

アドマイヤーフロアブル  

スタークル/アルバリン顆粒水溶剤  

ダントツ水溶剤  

ベストガード水溶剤  

モスピラン顆粒水溶剤  

コルト顆粒水和剤  

チェス顆粒水和剤  
 

 
○ くん煙剤の使用につ

いては、共通防除の章の

温室・ビニールハウスで

のくん煙剤・常温煙霧剤

の使用方法の項を参照

する。 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=FB06C18F
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin010803.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin010803.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin010803.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin010803.pdf
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病害虫 防除法 参考事項 
 
ハスモンヨト

ウ 

 
・共通防除の章のハスモンヨトウの防除の項を参照する。 
 
（耕種的・物理的防除） 
１ 早期発見に努め、卵塊や分散前の若齢幼虫を捕殺する。 

２ 施設などでは開口部に防虫網を設置し、成虫の侵入を防止する。 

３ 交信かく乱剤（下表）を活用した防除を行う。 

４ 施設栽培においては、栽培終了後に密閉処理を行う。 

５ 作物残さを適切に処分する。 

 
（薬剤防除） 農薬登録情報 
１ 発生予察情報を参考に、ほ場の見回り等による早期発見に努め、発生
初期に薬剤散布等を実施する。 

２ 農薬を使用する場合には、同一系統の薬剤の連続使用を避け、異なる
系統の薬剤によるローテーション散布を行う。さらに、地域内で薬剤抵抗
性等が確認されている薬剤の使用判断については指導機関の指示に従
う。 

３ 交信かく乱剤 

薬剤名 

ヨトウコン―Ｈ 

コンフューザーＶ 

 
４ 発生初期から薬剤を散布する。 

薬剤名 備考 

オルトラン粒剤 
カラーで使用する場合は、湛水状態に

せず、使用後 14 日間は入水しない。 

オルトラン水和剤  

アディオン乳剤 
カラーで使用する場合は、湛水状態に

せず、使用後 14 日間は入水しない。 

フェニックス顆粒水和剤 

ハスモンヨトウで登録 

カラーで使用する場合は、湛水状態に

せず、使用後 14 日間は入水しない。 

ヨーバルフロアブル 

ハスモンヨトウで登録 

カラーで使用する場合は、湛水状態に

せず、使用後 14 日間は入水しない。 

アファーム乳剤 
カラーで使用する場合は、湛水状態に

せず、使用後 14 日間は入水しない。 

ノーモルト乳剤 
カラーで使用する場合は、湛水状態に

せず、使用後 14 日間は入水しない。 

マッチ乳剤 

ハスモンヨトウで登録 

カラーで使用する場合は、湛水状態に

せず、使用後 14 日間は入水しない。 

ロムダンフロアブル 
シロイチモジヨトウで登録 

ハスモンヨトウで登録 

コテツフロアブル 
カラーで使用する場合は、湛水状態に

せず、使用後 14 日間は入水しない。 

プレオフロアブル 

ハスモンヨトウで登録 

カラーで使用する場合は、湛水状態に

せず、使用後 14 日間は入水しない。 
 

 

 

https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin010802.pdf#page5
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=BF53E505
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